
第１０回上富良野町青少年国内交流事業報告（HP掲載用） 

 

第１０回上富良野町青少年国内交流事業により、令和８年１月８日（木）から１０日（土）の３日間

にわたり、小学生３１名、ジュニアリーダー中学生２名、引率５名で三重県津市との交流、施設等の

訪問・見学をしてきました。 

本事業は明治３０年に三重団体一行が入植し、今の上富良野町が作られたことから、わがまち

の故郷であり友好都市となった津市を訪問し、地域の歴史・文化について学び、津市の子どもた

ちとの交流を通して心豊かな青少年を育成することを目的に実施しています。 

平成９年７月３０日に津市と友好都市を提携後、小学生等を対象に津市への派遣を実施しまし

た。平成９年度は小学６年生～中学３年生ジュニア大使として第１回目の派遣を行い、その後３年

ごとに継続実施しており、令和７年度は第１０回目の派遣事業となりました。 

 

事前説明会：令和７年８月５日（火） 

事前研修会：【第１回】令和７年１０月８日（水） 

【第２回】令和７年１１月１９日（水） 

【第３回】令和７年１２月１３日(土) 

結団式   ：令和 7年 12月 27日（水） 

研修日程  ：令和 8年 1月 8日（木）から 10日（土） 

事後研修会：令和 8年 1月 17日（土） 

【主な訪問先】 

  1/８ 松浦武四郎記念館 

  1/９ 津市役所（津市長表敬訪問）、津市立安東小学校、伊勢神宮 

鳥羽水族館、真宗高田派本山専修寺（お七夜竹あかり） 

  1/10 三重総合博物館（MieMu） 

【1日目】 

  新千歳空港、降雪のため、飛行機が遅延。中部国際空港へ 1時間遅れて到着し、松浦武 

四郎記念館を訪問しました。閉館時間でしたが、館長の山本命さんが施設内を案内してくれ 

ました。「北海道」の名づけ親で、最初は「北加伊道」だったらしいです。71歳の生涯を遂げる 

まで 2万キロメートルを歩き、絵や地図、双六を作り上げた人です。 

 

 

 

 

 

 

 



【2日目】 

 津市長表敬訪問や安東小学校との交流では、津市教育委員会の皆さんにご協力を頂き 

たくさんの方の歓迎を受けました。 

津市長表敬訪問では、津市長 前葉泰幸さん、教育長 森昌彦さんにご挨拶を行い、各班 

の班長が班で事前に考えた津市について質問を行い、前葉市長に答えていただきました。 

 三重の方言で「机をつる（机を運ぶ）」「三重においない（三重に来てね）」「ごみをほる（ごみ 

をなげる）」「今日はえらかった（今日は疲れた）」と言うそうです。市長のお仕事も教えてもら 

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安東小学校との交流会では、安東小学校児童会による〇×クイズやもうじゅうがりゲーム 

で交流を深め、「ありがとうの花」を一緒に歌いました。上富良野町からは、開拓から十勝岳 

噴火、そしてその大災害から復興を成し遂げた町の歴史を描いた「十勝岳だいふんか～未 

来へつなげよう～」の紙芝居をスクリーンで披露しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食に伊勢の郷土料理「伊勢うどん」と「手こね寿司」を食べた後、伊勢神宮内宮参拝しました。 

 

 

 

 

 



 川で手を洗う「お清め」を行い参拝しました。お守りは長蛇の列だったので、いせ鈴を 

購入する子が多かったです。宇治橋を通るとき、川に太陽があたって綺麗でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鳥羽水族館では海獣王国のお食事タイムをみて癒されている子がいました。ジュゴン 

がとても大きくて、食事が豪快でした。お土産選びに夢中でした。 

 

専修寺宗務総長の増田修誠さんは上富良野高田幼稚園の元園長で、上富良野事業 

   団が訪問するのを楽しみにしてくれていました。御影堂を参拝し、境内の竹あかり配置 

   場所を案内していただき、お七夜竹あかり点灯式に参加させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【3日目】 

  三重総合博物館（MieMu）へ行きました。三重の自然と歴史・文化に関する資料を収蔵してい

る博物館でした。「交流創造エリア」「展示エリア」「ミュージアムフィールド」の 3 つのエリアがあり、

基本展示室は「三重の多様で豊かな自然」「三重をめぐる人・モノ・文化の交流史」「自然と共に生

きる」のコーナーに分かれていました。 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

  その後、津なぎさまちへ行き、エアポートライン高速船に乗りました。船が初めてという子も 

 数名いました。3日間、風は冷たかったですが、天候に恵まれ、心地よい環境下で研修を行 

うことができました。 

 最終日に体調を崩してしまった子がいて、辛い思いをさせてしまいましたが、参加者全員が 

体調を崩した子の心配をしている姿に、みんなの優しさも感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事後研修会では、研修の振り返りを参加者全員で話合いました。研修に行かせてもらえたこと、

協力していただいた方に感謝し、報告とさせていただきたいと思います。 

 3 日間の研修と 4 回の事前・事後研修でしたが、班の団結力、相手を思いやる姿をたくさん見

せてくれました。違う土地に行き、親元から離れての寂しさもあったと思いますが、自分の力と支

えてくれる仲間がいて頑張ってくれました。そして、言葉では表せない経験を得られたと思います。 

次回、第１１回上富良野町青少年国内交流事業は令和１０年度の実施を予定しています。 


